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・Educational rehabilitation and nursing for
aphasics in Japan : an interdisciplinary
Model / Toshiko Okabe. University of
Tsukuba and Tokyo Metropolitan University
of Health Sciences, 2000〔中央, 体芸, 医学
496.9-O37〕
角井博（芸術学系）













ル研究. 未來社, 2001〔中央 167.1-Sh72〕





2001（林業改良普及叢書 : 137）〔中央 651-Sh27〕
副田義也（社会科学系）
・死の社会学. 岩波書店, 2001〔中央 361.04-
So21〕
高木英明（社会工学系）
・Performance and Qos of next generation net-
working / Kunio Goto ... [et. al.] Springer,
2001〔中央 007.6-G72〕
田島裕（社会科学系）
・イギリス憲法典 : 1998年人権法. 信山社, 2001
〔中央, 大塚 323.33-Ta26〕
谷川彰英（教育学系）


















ポーツ, 身体文化. 筑波大学社会科学系, 2001
〔中央本学, 中央, 体芸, 医学 311.3-Ko11〕
三澤章吾（社会医学系）
・変死体・殺人捜査 : 法医学事件ファイル. 日
本文芸社, 2001〔医学 498.94-Mi51〕
水野建雄（哲学・思想学系）
・ディルタイと現代 : 歴史的理性批判の射程 /
















（ミュース・ジャパン : 創刊号）〔中央 490.5-O42〕
・Bioethics in Asia : the proceedings of the
UNESCO Asian Bioethics Conference
(ABC'97) and the WHO-assisted satellite
symposium on medical genetics services, 3-8
Nov, 1997 in Kobe / Fukui, Japan : 3rd MURS
Japan international symposium, 2nd congress
of the Asian Association of Bioethics, 6th
international bioethics seminar in Fukui /
editors, Norio Fujiki. Eubios Ethics Institute,
1998〔中央 490.15-Ma14〕
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・Bioethics in high schools in Australia, Japan &
New Zealand. Eubios Ethics Institute, 1996
〔中央 375.314-Ma14〕
・Bioethics in India : proceedings of the
International Bioethics Workshop in Madras :
bioethical management of biogeoresources,
16-19 Jan. 1997, Universityof Madras / editors,
Jayapaul Azariah, Hilda Azariah. Eubios
Ethics Institute, 1998〔中央 490.15-A99〕
・Bioethics is love of life : an alternative
textbook. Eubios Ethics Institute, 1998 〔中央
490.15-Ma14〕
・Ethical challenges as we approach the end of














100選. 学事出版, 2001〔中央 371.5-St3〕
伊藤 益
「旅の思想」
―日本思想における「存在」の問題―
伊藤益著（北樹出版）
〔中央121-I89〕
この道や　行く人なしに　秋の暮　　（芭蕉）
茫漠と広がる原野に一筋の道が通っている。旅
人の視界には，後を追う者の姿もなければ，前方
を歩む者の後姿もない。旅人は，どこへつながる
ともしれぬ果てのない細道を，ただひとり悄然と
歩きつづける。物理的には限局されながらも，精
神の行き着く地点を特定できない私たちの人生
は，こうした旅に似ている。
旅に在る者は，いつも，自身の内部で何かがゆ
らいでいることを自覚せざるをえない。旅は，薄
い膜のように原郷を蔽っていたやすらぎの感覚を，
何処ともなく霧散させてしまうからだ。では，何
がゆらぐのか。旅人の心底に不安をもたらすもの
の正体は。本書はこの問いへの応答を試みる。
問いは，すでに，多くの先達によって立てられ
ている。例えば，西行，一遍，芭蕉。彼らは，そ
の漂泊の「生」を通して，何らかの応答をさえ果
たしたはずだ。そうした問いかけと応答の跡を追
いながら，「旅に在ること」の意義を，「旅」と
「在ること」（存在）とに即して闡明することを，
本書はみずからの目的としている。
得られた結論は，およそ次のようなものだ。
旅は，「在ること」の根底を激しく動揺させる。
しかし，その動揺を抑止するためには，さらに旅
を続けざるをえない。続行される，ゆらぎの旅の
